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平
成
26
年
に
始
ま
っ
た
第
５
次
大

桑
村
総
合
計
画
期
間
が
令
和
５
年
度

末
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
村
は
新

た
に
第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
が
皆
さ
ん
の
思
い
や
期
待
が

反
映
さ
れ
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
、

現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
後
住
民
に
よ
る
検
討
委

員
会
な
ど
を
設
置
し
、
策
定
作
業
を

進
め
ま
す
。

総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
行
政
活
動
の
基
本
と

な
る
計
画
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

村
づ
く
り
に
参
画
す
る
た
め
の
方
向

性
を
示
し
ま
す
。
ま
た
、
村
の
行
政

運
営
の
指
針
と
な
り
、
計
画
期
間
は
、

こ
の
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
施
策
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

　

計
画
は
図
１
の
よ
う
に
、
基
本
構

想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
の
３
つ

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

基
本
構
想
は
、
村
の
目
指
す
べ
き

将
来
像
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

基
本
目
標
や
施
策
を
大
ま
か
に
定
め

た
も
の
で
す
。

　

基
本
計
画
は
基
本
構
想
に
基
づ
き
、

そ
れ
を
実
現
す
る
主
要
施
策
等
を
示

す
も
の
で
す
。
計
画
期
間
を
前
期
と

後
期
に
分
け
て
５
年
ご
と
に
策
定
す

る
も
の
で
、
前
期
基
本
計
画
終
了
時

に
実
績
を
点
検
、
評
価
し
計
画
の
見

直
し
を
し
ま
す
。

　

実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
で
示
し

た
施
策
等
を
具
体
的
に
定
め
る
も
の

で
す
。
向
こ
う
３
か
年
分
の
事
業
内

容
や
財
源
等
を
示
し
ま
す
。
毎
年
、

見
直
し
を
行
い
翌
年
度
以
降
の
予
算

編
成
の
指
針
と
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
末
ま
で
に
基
本
構
想

と
前
期
基
本
計
画
の
案
を
作
成
し
議

会
の
承
認
を
得
て
、
令
和
６
年
度
か

ら
は
新
た
な
計
画
を
基
に
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
現
在
の
村
の
行

政
運
営
に
対
す
る
意
見
や
今
後
期
待

し
て
い
る
こ
と
、
皆
さ
ん
が
日
頃
の
生

活
で
感
じ
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。
回
答
は
、
総
合
計
画

の
策
定
や
今
後
の
事
業
実
施
の
た

め
の
貴
重
な
資
料
と
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
者
は
、

小
学
校
５・
６
年
生
、
中
学
校
１

〜
３
年
生
と
無
作
為
に
抽
出
し
た

１
６
５
０
人
で
す
。
対
象
と
な
っ
た

人
へ
は
、
11
月
下
旬
以
降
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
票
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
無
作
為
の
抽
出
に
よ
り

対
象
者
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
計

画
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
調
査
の
対
象
外
と
な
っ
た

人
の
ご
意
見
を
伺
う
機
会
も
設
け

る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み

込
み
回
答
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

第
６
次
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課 
企
画
財
政
係 

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

図１．総合計画の構成
令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度

基本構想（10年間）
令和６年度 ～ 令和15 年度

前期基本計画（５年間）
令和６年度～令和10年度

後期基本計画（５年間）
令和11年度～令和15年度

以降も毎年見直し実施計画（３年間）
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
改
選
が
行

わ
れ
、
12
月
１
日
、
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
は
新
任
５
人
、
再
任
９
人
の
計

14
人
で
、
任
期
は
令
和
４
年
12
月
１
日

か
ら
令
和
７
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

　

民
生
委
員
は
、
無
報
酬
で
活
動
す
る

非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。
各
地
区

に
配
置
さ
れ
住
民
の
皆
さ
ん
が
抱
え
る

生
活
や
福
祉
全
般
に
関
す
る
困
り
ご
と

の
相
談
に
応
じ
、
行
政
や
関
係
機
関
へ

繋つ
な

ぐ
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
相
談
の
対
応
や
情
報

提
供
、
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
や
声
か

け
、
特
殊
詐
欺
等
の
被
害
防
止
の
呼
び

か
け
、
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
へ
の
登

録
促
進
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
は
児
童
委
員
も
兼

ね
て
お
り
、
妊
娠
中
の
心
配
ご
と
や
子

育
て
の
不
安
に
関
す
る
様
々
な
相
談
や

支
援
も
行
い
ま
す
。

　

委
員
に
は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て

お
り
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
る
の
で
、

安
心
し
て
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
村
内
の
郵
便
局
で
平
日
に
販
売

し
て
い
る
「
お
お
く
わ
ま
ん
ぷ
く
商
品
券
」

を
、
休
日
に
購
入
で
き
る
販
売
所
を
開
設

し
ま
す
。
商
品
券
は
１
部
（
１
万
円
）
に

つ
き
４
０
０
０
円
分
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
あ
り
、

１
人
あ
た
り
３
部
ま
で
購
入
が
可
能
で
す
。

日　

時

　

12
月
17
日
㈯
・
12
月
24
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場　

所

　

大
桑
村
役
場　

中
央
ホ
ー
ル

そ
の
他

・ 

購
入
引
換
券
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

商
品
券
の
使
用
期
限
は
、
12
月
31
日
㈯

ま
で
で
す
。
ま
た
、
郵
便
局
で
の
販
売
は

12
月
23
日
㈮
ま
で
な
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

産
業
振
興
課 

商
工
観
光
係 

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

改
選
改
選

髙樋　隆円 上郷・須原上町上・
須原上町下・本町 吉田　良次 下落・殿中・殿下・

小川

鈴木　孝宏 新 仲町・茶屋町・
門前上・門前下 前野　敦子 新 上在・野尻上町上・

野尻上町下・旭町

髙田　隆一 和村上・和村下 住谷　信雄 新
野尻本町１・
野尻本町２・横町・
新田１・新田２

古瀬　雄二 下条・大野・田光・
橋場・越坂 大前　信雄 新田３・新田４・

新田５・下在１下

原田美代子 新 大島・東上・東下・
東外向 石野まゆみ 下在１上・下在２・

下在３

藤懸　　博 新 長野中・長野西 新 井　　 好 下在４・川向・阿寺

古谷　　徹 弓矢上・弓矢下 下野　良則
（主任児童委員） 村内全域

民生委員・児童委員の新体制民生委員・児童委員の新体制（敬称略）（敬称略）

ま
ん
ぷ
く
商
品
券

 

休
日
販
売
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統
計
表
彰  

　

中
島
拓
也
さ
ん
（
新
田
１
）
、
大

屋
藤
和
さ
ん
（
和
村
上
）
が
長
野
県

統
計
協
会
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
き
に
わ
た
り
統

計
業
務
に
献
身
的
に
尽
力
し
、
統
計

行
政
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
人
へ
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。
中
島
さ
ん
、
大
屋
さ

ん
は
、
国
勢
調
査
や
農
林
業
セ
ン
サ
ス

等
の
重
要
な
統
計
調
査
に
長
年
に
わ
た

り
携
わ
り
ま
し
た
。

　

11
月
９
日
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ュ
ー

運
動 

秋
の
交
流
会
が
南
木
曽
町
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

17
人
が
参
加
し
、
南
木
曽
駅
か
ら
、

か
ぶ
と
観
音
等
を
巡
り
、
旧
妻
籠
小

学
校
ま
で
の
約
５
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。

　

途
中
の
妻
籠
城
跡
で
は
集
落
が
一

望
で
き
、
参
加
者
は
紅
葉
で
色
づ
い

た
景
色
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ュ
ー
運
動
は
、
健

康
増
進
等
を
目
的
に
有
志
で
集
ま
り
、

村
内
を
中
心
に
歩
く
活
動
で
す
。
開

催
日
時
や
場
所
は
音
声
告
知
放
送
等

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
参
加
申

込
は
不
要
な
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

環
境
再
生
医
、
矢
野
智
徳
さ
ん
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
杜
人
』

の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

矢
野
さ
ん
は
造
園
家
と
し
て
活
躍

す
る
一
方
で
、
足
元
の
住
環
境
か
ら

奥
山
の
自
然
環
境
の
改
善
ま
で
を
学

ぶ
「
大
地
の
再
生
講
座
」
を
各
地
で

開
催
す
る
な
ど
、
環
境
問
題
に
取
り

組
む
環
境
再
生
医
と
し
て
も
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

『
杜
人
』
は
矢
野
さ
ん
が
造
園
作

業
を
す
る
姿
を
取
り
上
げ
て
お
り
、

鎌
ひ
と
つ
で
の
草
の
刈
り
方
や
ス

コ
ッ
プ
ひ
と
つ
で
の
水
脈
の
改
善
方

法
等
、
日
常
の
庭
や
畑
作
業
に
活
か

せ
る
方
法
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
方
法
と
は
少
し
違
う
日

頃
の
庭
、
畑
仕
事
に
も
役
立
つ
身
近

な
自
然
と
の
関
わ
り
方
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
大
局
的
な
自

然
と
の
関
わ
り
方
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

鑑
賞
は
無
料
で
す
。

日　

時

　

令
和
４
年
12
月
17
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
、
午
後
２
時
〜

※ 

受
付
は
上
映
30
分
前
か
ら
で
、
上

映
時
間
は
１
０
１
分
。

場　

所

　

役
場　

特
別
会
議
室
（
２
階
）

人　

数

　
各
回
定
員
50
人
（
大
桑
村
民
対
象
）

申
込
期
限

　

12
月
16
日
㈮　

17
時

そ
の
他

　

駐
車
場
は
、
大
桑
中
学
校
体
育
館

下
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
検
温
・
マ
ス
ク
着
用
・

消
毒
・
名
簿
チ
ェ
ッ
ク
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

奥
野 

宏 

　

℡
０
８
０
‐
５
８
２
６
‐
７
５
９
０

　

 hiro
shio

kuno
takagi@

gm
ail.com

　

 

産
業
振
興
課　

農
林
係 

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

福
祉
健
康
課 

保
健
係 

℡
＊
＊
55
‐
４
０
０
３

ゴゴ
ーー
ル
デ
ン
シ
ュ

ル
デ
ン
シ
ュ
ーー
運
動
運
動　　
秋秋
のの
交
流
会

交
流
会▲かぶと観音で水舟を眺める様子

映
画
『
杜も

り

人び
と

』
上
映
会

▲矢野智徳さん
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
確
定
申
告
の
手
順

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
申
告
は
、
自
宅
で
い
つ
で
も

申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
申

告
を
予
定
し
て
い
る
人
は
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日　

時

　

令
和
５
年
１
月
19
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

会　

場

　

大
桑
村
役
場　

第
１
会
議
室

持
ち
物

　

・ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

（
暗
証
番
号
が
必
要
に
な
り
ま
す
）

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

住
民
課　

税
務
係 

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

冬
は
、
水
道
管
の
凍
結
に
注

意
が
必
要
で
す
。
水
道
管
内
の

水
が
凍
結
す
る
と
、
水
道
管
を

破
裂
さ
せ
、
漏
水
に
つ
な
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
家
屋
側

の
水
道
管
は
利
用
者
の
責
任
で

管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
家
屋
側
の
漏
水
に
よ
る
水

道
管
の
取
り
換
え
・
修
理
費
等

は
利
用
者
の
負
担
と
な
る
た
め
、

日
頃
か
ら
適
切
な
管
理
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
水
道
を
使
え
る
よ

う
に
、
次
の
よ
う
な
対
策
を
し

て
く
だ
さ
い
。

凍
結
し
や
す
い
箇
所

●

露
出
管

● 

家
屋
の
北
側
や
日
陰
、
風
当

た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る

水
道
管

●

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

凍
結
防
止
策

● 

屋
外
の
露
出
管
へ
凍
結
防
止
電
熱
帯

を
設
置
。
電
熱
帯
の
電
源
の
確
認

● 

屋
内
の
水
道
管
へ
、
市
販
の
保
温
剤

や
布
等
を
巻
き
付
け
る

● 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、
布
や

新
聞
紙
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
袋
詰

め
に
し
た
も
の
を
入
れ
る

 

長
い
間
家
を
空
け
る
時
に 

水
抜
き
を

　

水
抜
き
を
せ
ず
に
何
日
も
家
を
空
け

る
と
水
道
管
が
凍
結
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
が
原
因
で
漏
水
が
発
生

す
る
と
発
見
が
遅
れ
、
修
理
費
用
に
加

え
て
多
額
の
水
道
使
用
料
金
を
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

❶
全
て
の
水
抜
き
栓
を
閉
め
る
。

❷ 
全
て
の
蛇
口
を
開
け
る
。
蛇
口

か
ら
空
気
が
入
っ
て
、
水
抜
き

栓
の
排
水
部
か
ら
水
が
抜
け
る
。

❸ 

ト
イ
レ
や
給
湯
器
な
ど
の

水
抜
き
を
行
う

※ 

万
が
一
、
水
道
管
が
破
裂
し
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
水
抜
き
栓
を

閉
め
て
水
を
止
め
、
水
道
工
事

事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
水
道
課 

上
下
水
道
係 

　
　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

水
抜
き
の
手
順

❷ 蛇口を
開ける

❶ 水抜き栓
を閉める

ス
マ
ホ
申
告

 
体
験
セ
ミ
ナ
ー

自
宅
で
申
告
！
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村の奨学金　　村では令和５年度の奨学生を募集します。 

応募資格 ・ 高校生、大学生等で経済的理由により就学に困難があると
認められる人 
※木曽広域連合の奨学金を受けている人を除く

貸付金額  ・高校生　　　　　　　　月額 15,000 円 
・工業高等専門学校生　　月額 25,000 円 
・大学、短大、専門学校　月額 35,000 円 
※１年分を２回に分けて貸付

貸付基準  保護者の令和３年度中の所得が 700万円以下であること

貸付決定  ４月上旬に本人へ通知

償還方法  卒業後１年間据え置き、貸付期間の２倍の期間内に、月払い、半年払い、年払いのいずれかの
方法で償還 
※卒業後、村に戻り居住した人については償還額を一部免除します。

申込期限  令和５年３月 10日㈮

問い合わせ・申込書提出先 教育委員会 子ども教育係　℡＊＊５５‐１０２０

木曽広域連合奨学金　木曽広域連合では一般奨学生と看護師等の奨学生を募集します。

　応募資格、償還方法など詳しくはお問い合わせください。

貸付金額  月額 50,000 円以内

申込期限  令和５年１月 31日㈫　※当日消印有効

申込書提出先 木曽文化公園事務局 または 木曽青峰高校、蘇南高校担当教諭まで

問い合わせ先  木曽文化公園文化振興係 
〒 399-6101 木曽町日義 4898-37　℡＊＊２３‐８０１１

奨学生
募集

野尻連絡所・須原郵便局・各種証明書発行　　12月 29日㈭ ～１月３日㈫

汲み取り
　12月 28日㈬ ～１月３日㈫
※年内の汲み取り受付は 23日㈮まで
　㈲環境サービス　℡ 52-2587

ごみ収集 
　12 月 30日㈮ ～１月３日㈫
【年末特別持ち込み】※可燃ごみ 
　12月 29日㈭　午前９時～午後３時
　木曽クリーンセンター　℡ 24-3131

図書館
　12月 28日㈬ ～１月３日㈫くわちゃんバス・乗合タクシー

　12月 29日㈭ ～１月３日㈫

大桑保育園
　12月 29日㈭ ～１月３日㈫

子育て世代抱括支援センター
　12月 29日㈭ ～１月３日㈫

村民体育館
　12月 29日㈭ ～１月３日㈫

年末年始の休館と休業
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　除雪作業は、通常10～15㎝程度の積雪を目安に出動し、村内164路線、約103㎞の除雪を
行っています。
　積雪時には村内の建設等関係業者15社の協力により、通園、通学バス路線や交通量の多い
幹線道路を優先的に、早朝から一斉に作業を行います。降雪の状況によっては作業が遅くなっ
てしまう地域があります。除雪作業について次の点にご協力ください。作業に伴う騒音、振動
などご迷惑をお掛けしますが、ご理解ご協力をお願いします。

路上駐車はしない
　路上に駐車車両があると周辺の除雪がで
きず、除雪作業に大きな支障となります。
路上駐車をしないようにお願いします。

除雪車に近づかない
　除雪車の近くは、運転手から死角となり
大変危険です。特にお子さんやご年配の方
はご注意をお願いします。

玄関先等の除雪
　除雪車による作業の後は、玄関先等に雪
が残ってしまいます。地域の皆様のお力で
除雪をお願いします。

道路沿いの竹木
　雪の重みで道路へ覆いかぶさり通行の妨げに
なります。 
　降雪前に私有地の竹木の点検をお願いします。

除雪作業について次の点にご協力ください。

例年通り村内各所に融雪剤を配布しますのでご利用ください。
融雪剤の補充や、指定場所以外で必要な場所がありましたら、役
場建設係まで連絡してください。

身近な道路の除雪や融雪剤散布にご協力ください。
融雪剤
の設置

道路除雪作業道路除雪作業にに
ご協力をお願いします。ご協力をお願いします。

お問い合わせ先

▼国道に関すること：飯田国道事務所 木曽維持出張所　   ℡２２‐３０１１

▼県道に関すること：木曽建設事務所 維持管理課　　　   ℡２５‐２２３９（直通）

▼村道に関すること：大桑村役場 建設水道課 建設係　　  ℡＊＊５５‐３０８０
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冬
は
降
雪
や
凍
結
に
よ
り
道
路
環
境

が
悪
く
な
る
季
節
で
す
。
ま
た
、
年
末

は
、
飲
酒
や
夜
間
に
出
歩
く
機
会
が
増

え
る
た
め
、
交
通
事
故
に
一
層
の
注
意

が
必
要
で
す
。

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認
し
、
日
頃

か
ら
交
通
安
全
を
意
識
し
て
行
動
し
ま

し
ょ
う
。

❶ 

夜
間
の
交
通
事
故
防
止 

　

夜
間
の
外
出
時
は
、
夜
光
反
射
材

や
自
発
光
材
を
使
用
し
て
自
分
の
存

在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

❷ 

高
齢
者
の
事
故
防
止 

　

高
齢
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
身

体
機
能
が
変
化
し
ま
す
。
丁
寧
な
安

全
確
認
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

　

ま
た
、
運
転
に
不
安
を
感
じ
た
ら
、

警
察
署
や
役
場
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

❸ 

飲
酒
運
転
の
根
絶 

　

飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
被
害
者
も
加
害
者
も
一

瞬
で
人
生
を
棒
に
振
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

年
末
は
交
通
事
故
に

年
末
は
交
通
事
故
に

ご
注
意
を

ご
注
意
を

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
年
も
残
す
と
こ

ろ
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
村
民

の
皆
様
健
や
か
に
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
私
も
お
か
げ
さ
ま
で
コ
ロ
ナ

に
も
風
邪
に
も
か
か
ら
ず
、
健
康
に

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

で
は
今
回
も
活
動
報
告
か
ら
。

　

今
年
も
観
光
協
会
主
催
で
竹
灯
り

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
と
な
り
、

中
学
生
に
デ
ザ
イ
ン
制
作
か
ら
協
力

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
観
賞
よ
り
撮

影
や
イ
ン
ス
タ
映
え
を
狙
っ
た
竹
灯

り
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
授
業
時

間
の
関
係
で
配
線
ま
で
全
部
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
す
ば
ら
し
い
も

の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
年
末
年
始

に
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
点
灯
す
る
の
で
、

１
人
で
も
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
、
先

生
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

９
月
に
村
の
紹
介
と
農
業
の
話
、

大
桑
村
出
身
の
パ
テ
ィ
シ
エ
宮
上
英

樹
さ
ん
の
ス
イ
ー
ツ
と
西
尾
酒
造
の

お
酒
を
味
わ
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

17
名
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

阿
寺
渓
谷
の
映
像
に
は
、
そ
の
美
し

さ
に
皆
さ
ん
感
嘆
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

村
の
宝
だ
な
ぁ
と
再
認
識
し
た
次
第

で
す
。

　

今
年
は
９
月
末
か
ら
11
月
初
旬
ま

で
阿
寺
渓
谷
が
全
面
通
行
止
め
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
13
日
、
観
光

協
会
主
催
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

を
『
大
桑
村
を
歩
く
会
』
と
題
し
て

企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。
村
内
７
名
、

村
外
28
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
阿

寺
渓
谷
を
ご
自
身
の
ペ
ー
ス
で
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。
紅
葉
が
終
わ
り
か

け
だ
っ
た
こ
と
や
天
気
に
恵
ま
れ
な

か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
参
加
者
は

喜
ん
で
お
帰
り
い
た
だ
い
た
よ
う
で

安
堵
し
て
い
ま
す
。
天
気
が
よ
け
れ

ば
も
っ
と
阿
寺
の
素
晴
ら
し
さ
が
伝

わ
っ
た
の
に
と
、
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
外
と
し

て
今
年
は
木
曽
路
ウ
ォ
ー
ク
ガ
イ
ド

会
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
木
曽
路
を
完

歩
し
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
は
『
木

曽
路
街
道
歩
き
』
の
企
画
・
運
営
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
３

年
経
っ
て
旅
行
業
を
や
っ
と
始
動
で

き
そ
う
で
す
。
大
桑
村
の
素
晴
ら
し

さ
を
体
感
し
て
も
ら
え
る
企
画
も
同

時
に
発
信
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
な
り
ま
す
と
、
村
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
に
な
る

機
会
も
今
ま
で
以
上
に
増
え
る
か
と

思
い
ま
す
。
４
年
目
と
な
る
来
年
度
、

今
ま
で
以
上
に
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

最
後
に
、
個
人
的
な
趣
味
の
要
素

も
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
一
緒
に

バ
ン
ド
を
や
っ
て
く
れ
る
人
を
探
し

て
い
ま
す
。
一
緒
に
村
の
イ
ベ
ン
ト

等
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ャ
ン
ル
は
Ｊ
ポ
ッ
プ
（
ミ
ス
チ

ル
、
サ
ザ
ン
他
何
で
も
）
で
、
当
方

ボ
ー
カ
ル
希
望
、
他
の
パ
ー
ト
で
楽

し
く
音
楽
を
や
り
た
い
人
が
い
ま
し

た
ら
、
高
校
生
か
ら
シ
ル
バ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

℡
０
９
０
‐
１
８
６
７
‐
５
０
９
０

▲イルミネーション製作
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保健センター保健センター
TEL ＊＊ 55-4003（直通）TEL ＊＊ 55-4003（直通）

mail mail cent@vill.ookuwa.nagano.jpcent@vill.ookuwa.nagano.jp

保健センタ保健センターー
だよりだより

竹腰 梨花 竹腰 梨花 保健師保健師

　

今
年
も
自
動
車
の
車
内
に
子
ど
も
を

残
し
、
死
亡
し
て
し
ま
う
悲
し
い
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
年
末
年
始

を
迎
え
、
子
ど
も
を
連
れ
て
実
家
に
帰

る
人
、
孫
が
家
に
遊
び
に
来
る
人
も
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
帰
省
中

は
普
段
の
生
活
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、

い
つ
も
以
上
に
子
ど
も
の
事
故
防
止
に

注
意
が
必
要
で
す
。
今
回
は
、
子
ど
も

の
事
故
の
中
で
も
多
く
発
生
が
報
告
さ

れ
て
い
る
「
誤
飲
」
の
事
故
防
止
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

思
わ
ぬ
事
故

　

子
ど
も
は
、
生
後
４
か
月
を
過
ぎ
る

と
色
々
な
物
を
掴つ

か

ん
で
口
に
持
っ
て
い

く
た
め
、
誤
飲
が
急
増
し
ま
す
。
ハ
イ

ハ
イ
が
始
ま
る
と
行
動
範
囲
が
広
が
り
、

つ
か
ま
り
立
ち
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
机
の
上
に
あ
る
物
に
も
手
が
届
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。
３
歳
の
子
ど
も
の
口

の
大
き
さ
は
約
４
セ
ン
チ
で
す
。
４
セ

ン
チ
以
内
の
物
で
あ
れ
ば
誤
飲
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
事
故
が
起
き
る
時
は
一
瞬

で
、
目
の
前
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
誤
飲
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

危
険
な
物
は
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い

場
所
に
保
管
す
る
等
、
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

た
ば
こ
の
誤
飲

　

誤
飲
の
半
数
を
占
め
る
の
が
「
た
ば

こ
」
で
す
。
た
ば
こ
の
葉
や
吸
い
殻
を

大
量
に
（
紙
巻
た
ば
こ
２
㎝
以
上
、
加

熱
式
１
本
以
上
）
食
べ
た
時
、
た
ば
こ

が
浸
か
っ
た
液
を
飲
ん
だ
時
は
「
嘔

吐
」
「
顔
が
蒼
白
」
「
よ
だ
れ
や
冷
や

汗
が
多
く
で
る
」
等
の
症
状
が
で
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
乾
い
た
た
ば
こ
を

少
量
（
紙
巻
た
ば
こ
２
㎝
未
満
、
加
熱

式
１
本
未
満
）
食
べ
た
時
は
、
症
状
が

で
な
い
場
合
は
家
庭
で
経
過
観
察
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
不
安
な
場
合
は

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

誤
飲
が
生
じ
た
時
の
対
処

❶ 

受
診
に
つ
い
て 

　

意
識
が
な
い
、
痙け

い

攣れ
ん

し
て
い
る
場

合
に
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。
病
院
を
受
診
す
る
場
合
に

は
、
何
を
ど
の
く
ら
い
飲
ん
で
、
ど

の
く
ら
い
の
時
間
が
経
過
し
た
か
メ

モ
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

❷ 

無
理
に
吐
か
せ
な
い 

　

子
ど
も
が
飲
み
込
ん
だ
物
を
吐
か

せ
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
む
や
み

に
吐
か
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

吐
い
た
物
が
気
管
に
入
っ
た
り
、
症

状
が
悪
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
牛
乳
や
水
を
飲
ま
せ
て
薄
め

た
方
が
良
い
物
と
そ
う
で
な
い
物
が

あ
る
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

❸ 

判
断
に
迷
っ
た
場
合 

　

誤
飲
し
た
物
に
よ
っ
て
対
応
が
異

な
る
た
め
、
か
か
り
つ
け
医
等
の
医

療
機
関
や
救
急
車
（
１
１
９
番
）
へ

問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

安
心
・
安
全
な
年
末
年
始
を

　

今
回
は
誤
飲
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

し
た
が
、
「
転
倒
・
転
落
、
火
傷
、
交

通
事
故
、
溺
水
」
等
の
事
故
に
も
注
意

が
必
要
で
す
。
家
庭
の
中
で
何
が
危
険

か
家
族
で
話
し
合
い
、
よ
い
年
末
年
始

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の

子
ど
も
の
誤
飲
事
故

誤
飲
事
故

▲  このサイズより小さい物は
子どもの口に入ります

※実際のサイズです

４センチ

誤飲したもの 応急手当
たばこ・加熱式たばこ 何も飲ませない ニコチンが溶け出して吸収されやすくなるため。
大部分の医薬品など 水や牛乳を飲ませる 飲み込んだ医薬品の名称や飲んだ量を確認する。
ナフタリン・パラジクロ
ルベンゼンなどの防虫剤

牛乳は飲ませない 
水は飲ませてもよい

成分が脂肪分に溶けて吸収されやすくなるため、牛乳
は与えない。

除光液・灯油・ガソリン
などの揮発性物質 何も飲ませない 水分を飲ませると吐きやすくなり、また、牛乳を飲む

と揮発性物質を吸収しやすくなるため。
漂白剤など強酸性や強ア
ルカリ性の物質 水や牛乳を飲ませる 炎症を起こす可能性があるので、水や牛乳を飲ませ、

粘膜の損傷を抑える。
ボタン電池・マグネット・
金属製品 何も飲ませない 消化管に穴が空く場合もあり、たいへん危険なので、

すぐに病院へ。

誤飲した時の対応のポイント  
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情報掲示板情報掲示板
問 

申   
教
育
委
員
会 

子
ど
も
教
育
係

℡
＊
＊
55
‐
１
０
２
０

　

村
で
は
令
和
５
年
４
月
に
採

用
す
る
学
校
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

採
用
職
種
・
予
定
人
員

❶ 

常
勤
講
師
（
特
別
支
援
学
級

及
び
高
学
年
専
科
担
当
）

❷
学
習
支
援
員

　

い
ず
れ
も
若
干
名
で
、
大
桑

小
学
校
で
勤
務
す
る
会
計
年
度

任
用
職
員
。

応
募
資
格

　

令
和
５
年
４
月
１
日
時
点
で

65
歳
以
下
の
人
。
経
験
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
。

　

❶
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
教

員
免
許
を
有
す
る
人
。

申
込
期
限
・
方
法

　

令
和
５
年
１
月
20
日
㈮
ま
で

に
子
ど
も
教
育
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合
は

必
着
）

申
込
書
類

・ 

会
計
年
度
任
用
職
員
採
用
試

験
申
込
書

・ 

資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写

し
※ 

受
験
案
内
、
申
込
書
は
役
場

総
合
案
内
窓
口
ま
た
は
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問   

住
民
課 

生
活
環
境
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

可
燃
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ

ク
ル
を
目
的
と
し
て
、
古
着
の

持
込
み
回
収
を
行
い
ま
す
。
自

宅
に
不
要
な
衣
類
が
あ
れ
ば
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

近
所
や
車
の
な
い
世
帯
へ
の

回
収
に
も
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

日　

時

　

12
月
28
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
正
午

問 

申   

放
送
大
学
長
野
学
習

セ
ン
タ
ー

℡
０
２
６
６
‐
58
‐
２
３
３
２

　

放
送
大
学
で
は
２
０
２
３
年

度
４
月
入
学
の
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
で
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業
だ
け
で

な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好

き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
約
３
０
０
の
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
教
科
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

出
願
期
限

　

第
１
回　

２
月
28
日
㈫

　

第
２
回　

３
月
14
日
㈫

問 

申   

松
塩
筑
木
曽
老
人
福

祉
施
設
組
合
事
務
局

℡
０
２
６
３
‐
53
‐
５
０
０
０

　

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設

組
合
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員

お
よ
び
令
和
５
年
度
に
採
用
す

る
正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
会
計
年
度
任
用
職
員

　

募
集
職
種

　

 

・
介
護
職
員 

・
栄
養
士 

・
事
務
員

　

※ 

選
考
面
接
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
組
合
各
施

設
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

令
和
５
年
度
に
採
用
す
る 

正
規
職
員

　

募
集
職
種

　

 

・
看
護
職
員 

・
生
活
相
談
員 

・
介
護
支
援
員 

・
介
護
職
員

　

申
込
期
間

　

 

令
和
５
年
１
月
６
日
㈮ 

 

〜
１
月
31
日
㈫

　

申
込
方
法

　

 　

組
合
各
施
設
、
事
務
局
お

よ
び
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、

本
人
が
直
接
事
務
局
に
提
出

　

※ 

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
る
か
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

場　

所

　

村
民
体
育
館
裏
の
倉
庫

出
し
方

　

透
明
ま
た
は
半
透
明
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
袋
に
マ
ジ
ッ

ク
ペ
ン
で
地
区
と
氏
名
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
段
ボ
ー
ル
や

中
身
が
見
え
な
い
袋
に
入
っ
て

い
る
も
の
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

そ
の
他

　

汚
れ
が
あ
る
も
の
や
保
管
状

態
の
悪
い
も
の
は
回
収
で
き
な

い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
職
員
募
集

古
着
持
込
み
回
収

放
送
大
学
学
生
募
集

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

職
員　

募
集

▲  松塩筑木曽老人 
福祉施設組合

▲  村ホームページ 
「 会計年度任用職員
（学校職員）募集」
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の行事予定
1 日
2 月
3 火
4 水
5 木
6 金
7 土
8 日
9 月
10火 健康教室（野尻地区館）

11水 ゴールデン・シューの日　13：30～
 （野尻地区）

12木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

13金
14土
15日
16月
17火 健康教室（野尻地区館）

18水
19木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

20金 なんでも相談　13：00～（役場）

21土
22日
23月
24火 健康教室（野尻地区館）

25水
26木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

27金
28土
29日
30月
31火 健康教室（野尻地区館）

１１月

※ 新型コロナウイルスの状況により中止になる可能性
があります。

①役場、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、 ⑦弓矢分館

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　

マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎
生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 11、18、25
英 会 話 ① 19：30 11、18、25
押 し 花 教 室 ② 10：00 18
パ ッ チ ワ ー ク ⑦ 9：30 休み
レザークラフト ⑦ 9：30 休み
陶 芸 教 室 ④ 10：00 休み

コール・マルベリー
② 19：30 18
⑤ 19：30 11、25

詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 9：30 17、24、31
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 13：00 10、24
リフレッシュヨーガ ⑦ 19：00 11、18、25
ヨ ガ ② 14：00 28
あゆみ整体教室 ⑦ 19：00 休み
フラ教室〈昼〉 ⑤ 13：30 休み
フラ教室〈夜〉 ⑤ 19：30 休み
大桑ダンシングフレンズ ⑤ 14：00 14、28
日本舞踊はなやぎ会 ⑤ 14：00 7、21
池坊いけばな教室 ③ 12：30 17、31
笑 い ヨ ガ ② 13：30 休み
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11
月
22
日
、
保
育
園
で
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
が
育
て
た
白
菜
や
里
芋
を
使
っ
て
豚
汁
を
作
り
、
給
食
の
時
間
に

は
園
児
が
収
穫
し
た
新
米
を
食
べ
ま
し
た
。

　
豚
汁
づ
く
り
は
、
大
根
や
里
芋
を
洗
い
、
皮
を
む
き
、
食
べ
や
す
い
大

き
さ
に
切
る
と
い
っ
た
工
程
を
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
担
し
て
行
い
ま
し
た
。
年

長
の
園
児
は
食
材
を
同
じ
サ
イ
ズ
で
切
り
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
丁
寧
に
作

業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　
新
米
は
園
児
が
お
に
ぎ
り
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
き
れ
い
な
三
角
形
に

握
れ
た
子
も
い
れ
ば
、
な
か
な
か
形
が
整
わ
ず
苦
戦
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
が
、自
分
た
ち
が
育
て
た
お
米
を
美
味
し
そ
う
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

表
紙
に
よ

て
せ

木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

１月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
1日㈰ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678
2 日㈪ 芦沢医院（上松町） 52-2018
3 日㈫ 田沢医院（木曽町開田） 44-2008
8 日㈰ 古根医院（大桑村） 55-1188
9 日㈪ 大脇医院（上松町） 52-2023
15 日㈰ 奥原医院（木祖村） 36-2264
22 日㈰ 王滝村診療所（王滝村） 48-2731
29 日㈰ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678

村の人口
1,499 世帯

（前月比±０世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 １ ０ １
死　　　亡 ５ ４ ９
転　　　入 ２ ５ ７
転　　　出 ６ ４ 10
総　人　口
（前月比）

1,642
（－８）

1,755
（－３） 

3,397
（－ 11） 

（12月１日現在・住民基本台帳登録人数）

11 月５日  消防団ラッパ市中行進

11 月 20 日   わくわく隊 
～太陽光発電を知ろう～

11 月 22 日  小学校マラソン記録会

11 月 25 日  まめっこクリスマス準備の会

11月のできごと

発
行

／
大

桑
村

　
399-5503 長野県木曽郡大桑村大字長野880番地１

　
　

　
　

　
　

　
TEL  0264-55-3080　

FAX  0264-55-4134
　

　
　

　
　

　
　

H  P  http://w
w

w
.vill.ookuw

a.nagano.jp/
　

　
　

　
　

　
　

m
ail  info@

vill.ookuw
a.nagano.jp

印
刷

／
木

曽
オ

ー
ル

プ
リ

ン
ト

株
式

会
社

広
報

お
お

く
わ
N
o.578

  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

令
和
４
年
12月

８
日
発
行


